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平成１８年３月期  第３四半期財務・業績の概況（連結）   　平成１８年１月２７日

上 場 会 社 名            岡三ホールディングス株式会社岡三ホールディングス株式会社岡三ホールディングス株式会社岡三ホールディングス株式会社
コ ー ド 番 号             ８６０９                       　　　　　  　　上場取引所　　　　　東証・大証・名証
（ＵＲＬ　http://www.okasan.co.jp/holdings/ ）                   本社所在都道府県　　東 京 都

代  表  者        　   役職名　取締役社長　　氏名　加 藤 哲 夫

問合せ先責任者        　   役職名　取　締　役　　氏名　野 中 計 彦　　　    ＴＥＬ（０３）３２７２－２２２２（代表）

取締役会開催日        　   平成１８年１月２７日

米国会計基準採用の有無    有 ･ 無

１．四半期財務情報の作成等に係る事項
      ① 会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無       ：  有 ･ 無

      ② 最近連結会計年度からの会計処理の方法の変更の有無   ：  有 ･ 無

      ③ 連結及び持分法の適用範囲の異動の有無              ：  有 ･ 無

２．平成１８年３月期 第３四半期財務・業績の概況（平成１７年４月１日～平成１７年１２月３１日）

（１）経営成績（連結）の進捗状況　　　 　             　　 （注）記載金額は百万円未満を切捨てて表示しております。

営 業 収 益          純 営 業 収 益          営 業 利 益          経 常 利 益         

            百万円       ％             百万円       ％             百万円       ％             百万円       ％

18年3月期第3四半期 63,910 (   47.7) 62,690 (   48.6) 24,456 (  244.3) 24,913 (  216.6)
17年3月期第3四半期 43,258 (  △7.1) 42,191 (  △7.8) 7,103 ( △49.6) 7,869 ( △45.5)
１ ７ 年 ３ 月 期 58,438 56,998 10,090 11,208

四半期(当期)純利益
１株当たり四半期         
（ 当 期）純利益         

潜 在株式調整後         
１株当たり四半期         
（当期）純利益         

            百万円       ％ 円 　　銭 円　　銭

18年3月期第3四半期 12,698 (  229.3)  64   82 －
17年3月期第3四半期 3,856 ( △31.8)  19   66 －
１ ７ 年 ３ 月 期 5,573   27   36 －

（注）①持分法投資損益 当第3四半期 149百万円 前年第3四半期 122百万円 17年3月期 319百万円

②期中平均株式数(連結) 当第3四半期 195,916,305株 前年第3四半期 196,125,199株 17年3月期 196,055,867株

③営業収益、純営業収益、営業利益、経常利益、四半期(当期)純利益におけるパーセント表示は、対前年同四半期増減率

（２）財政状態（連結）の変動状況

総　  資  　産 株  主  資  本 株主資本比率 1株当たり株主資本

百万円 百万円 ％ 円   　　銭

18年3月期第3四半期 642,437 91,718 14.3 468　　28
17年3月期第3四半期 468,197 73,918 15.8 377　　03
１ ７ 年 ３ 月 期 529,602 76,222 14.4 387　　87

（注）期末発行済株式数(連結) 当第3四半期 195,863,236株 前年第3四半期 196,052,707株 17年3月期 195,977,490株

（注）当社グループの主たる事業は証券業であり、業績は相場環境の変動の影響を受ける状況にあります。この事業の
特性に鑑み業績予想を行うことは困難であるため、業績予想に代えて四半期毎の業績開示を行っております。
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企業集団の状況企業集団の状況企業集団の状況企業集団の状況

　当社および当社の関係会社（連結子会社 12社および持分法適用関連会社 1社）は、主として証券業を中核
とする営業活動を営んでおります。具体的な業務は、有価証券の売買等および売買等の委託の媒介、有価証
券の引受けおよび売出し、有価証券の募集および売出しの取扱い、有価証券の私募の取扱い、その他の証券
業ならびに金融業などのほか、投資信託委託業務や投資顧問業務などを行い、顧客に対して資金調達と運用
の両面で幅広いサービスを提供しており、これらの営業活動は、金融その他の役務提供を伴っております。
従って、当社グループの事業区分は「投資・金融サービス業」という単一の事業セグメントに属しております。

　以上述べた事項を事業系統図によって示すと、以下のとおりであります。

   （注）岡三ﾍﾞﾝﾁｬｰｷｬﾋﾟﾀﾙ株式会社は、平成 17年 7月 1日付で「岡三ファイナンス株式会社」が会社名を変
更したものであります。

　なお、平成 18年 1月 23日付けで岡三オンライン証券株式会社を設立いたしました。同社は、今後、証券業

の登録申請を行う予定であります。

《投資・金融サービス業》　（14社）

（アジア）

 岡三国際(亜洲)有限公司

（連結子会社）

岡三ﾍﾞﾝﾁｬｰｷｬﾋﾟﾀﾙ株式会社

株式会社岡三経済研究所

岡三情報システム株式会社

岡三ﾋﾞｼﾞﾈｽｻｰﾋﾞｽ株式会社

岡 三 興 業 株 式 会 社

日本投信委託株式会社

岡三投資顧問株式会社

岡三ホールディングス株式会社岡三ホールディングス株式会社岡三ホールディングス株式会社岡三ホールディングス株式会社

（関連会社）
六 二 証 券 株 式 会 社

（日　本）

岡 三 証 券 株 式 会 社
丸 福 証 券 株 式 会 社
三 京 証 券 株 式 会 社
三 晃 証 券 株 式 会 社

＜証券業＞

（連結子会社） （連結子会社）

＜その他関連業務＞＜証券業関連業務＞

＜証券業＞

（連結子会社）
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経営成績経営成績経営成績経営成績

当第 3四半期連結会計期間（平成 17年 4月から 12月までの 9ヶ月間）におけるわが国経済は、８月の
政府による景気の踊り場脱却宣言後、内需を中心とした景気拡大が続きました。企業業績の好調を背景に
民間設備投資は増勢を辿り、個人消費も雇用・所得環境の改善が続くなかしっかりとした足取りを見せま
した。一方、懸念された海外需要も、米国中国経済が安定した成長を続け底堅く推移しました。また、11
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（３）募集・売出しの取扱手数料、その他の受入手数料

募集・売出しの取扱手数料、その他の受入手数料につきましては、投資信託がその大半を占めています。
当第 3 四半期は、「ワールド・ソブリンインカム」を中心とした既存ファンドによる資産残高の積上げ
に注力するとともに、顧客ニーズや相場環境にあった商品提供を図りました。新規取扱商品としては、海
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     連結財務諸表連結財務諸表連結財務諸表連結財務諸表

連  結  貸  借  対  照  表

（単位：百万円）

科　　　　目
当第３四半期
（17．12．31）

前年第３四半期
（16．12．31）

前年同期比
増　  　減

前 年 度
（17．3.31）

（ 資 産 の 部 ）
　流 動 資 産 578,436 410,002 168,434 471,686
　　現 金 ・ 預 金 38,564 34,641 3,923 37,555
　　預 託 金
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（単位：百万円）

科　　　　目
当第３四半期
（17．12．31）

前年第３四半期
（16．12．31）

前年同期比
増　  　減

前 年 度
（17．3.31）

（ 負 債 の 部 ）
　流 動 負 債 496,710 343,554 153,156 396,551
　　ト レ ー デ ィ ン グ 商 品 160,209 114,657 45,552 120,470
　　　商 品 有 価 証 券 等 160,178 114,645 45,532 120,458
　　　デ リ バ テ ィ ブ 取 引 31 11 19 12
    約 定 見 返 勘 定 － － － 3,101
　　信 用 取 引 負 債
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連  結  損  益  計  算  書

（単位：百万円）

科　　　　目
当第３四半期
17. 4. 1
17.12.31

前年第３四半期
16. 4. 1
16.12.31

前年同期比
前 年 度
16.4. 1
17.3.31

%

 営 業 収 益 63,910 43,258 147.7 58,438

　 受 入 手 数 料 38,060 27,837 136.7 37,942

　 ト レ ー デ ィ ン グ 損 益 19,200 9,798 196.0 12,867

　 金 融 収 益 1,476 1,282 115.1 1,727

　 そ の 他 の 営 業 収 益 5,172 4,339 119.2 5,901

 金 融 費 用 1,220 1,066 114.4 1,439

 純 営 業 収 益 62,690 42,191 148.6 56,998

 販 売 費 ・ 一 般 管 理 費
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連  結  剰  余  金  計  算  書

（単位：百万円）

科　　　　　目
当第３四半期
17. 4. 1
17.12.31

前年第３四半期
16. 4. 1
16.12.31

前 　年　 度
16. 4. 1
17. 3.31

（ 資 本 剰 余 金 の 部 ）

資 本 剰 余 金 期 首 残 高 7,092 7,092 7,092

資本剰余金四半期末（期末）残高 7,092 7,092 7,092

（ 利 益 剰 余 金 の 部 ）

利 益 剰 余 金 期 首 残 高 52,504 50,059 50,059

利 益 剰 余 金 増 加 高 12,698 3,856 5,573

四 半 期 ( 当 期 ) 純 利 益 12,698 3,856 5,573

利 益 剰 余 金 減 少 高 3,115 3,061 3,128

配 当 金 2,883 2,800 2,800

役 員 賞 与 197 260 260

土地再評価差額金取崩額 34 － 67

利益剰余金四半期末（期末）残高 62,087 50,854 52,504
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〔第３四半期連結財務諸表について〕
当社の第３四半期連結財務諸表は、「中間連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成 11年
大蔵省令第 24号）ならびに同規則第 48条および第 69条の規定に基づき、当企業集団の主たる事業である証券
業を営む会社の財務諸表に適用される｢証券会社に関する内閣府令」（平成 10年総理府令・大蔵省令第 32号）
および「証券業経理の統一について」（昭和 49年 11月 14日付日本証券業協会理事会決議）に準拠して作成し
ております。

〔第３四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項〕
１．連結の範囲に関する事項

（１）連結子会社　 　12社

連結子会社名

岡三証券株式会社・丸福証券株式会社・三京証券株式会社・三晃証券株式会社・岡三国際（亜洲）有限公司・
日本投信委託株式会社・岡三投資顧問株式会社・岡三ベンチャーキャピタル株式会社・株式会社岡三経済研究所・
岡三情報システム株式会社・岡三ビジネスサービス株式会社・岡三興業株式会社

なお、岡三ベンチャーキャピタル株式会社は、平成 17年 7月 1日付で岡三ファイナンス株式会社が会社
名を変更したものであります。

（新規）　該当ありません。

（除外）　該当ありません。

（２）非連結子会社　　1社

岡三（上海）投資顧問有限公司

当該会社の総資産、営業収益、四半期純損益および利益剰余金等は、いずれも第３四半期連結財務諸表
に重要な影響を及ぼしていないため、連結の範囲に含めておりません。

２．持分法の適用に関する事項

（１）持分法を適用した非連結子会社

該当ありません。

（２）持分法を適用した関連会社　　1社

持分法適用関連会社名

六二証券株式会社

（新規）　該当ありません。

（除外）　該当ありません。

（３）持分法を適用していない非連結子会社および関連会社

（非連結子会社）　岡三（上海）投資顧問有限公司

（関 連 会 社      ）　上海岡三華大計算機系統有限公司
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４．会計処理基準に関する事項

（１）トレーディングに関する有価証券等の評価基準および評価方法

トレーディング商品

① 商品有価証券等（売買目的有価証券）

時価法を採用しております。（売却原価は主として総平均法により算定しております。）

② デリバティブ取引

時価法を採用しております。

（２）トレーディング関連以外の有価証券等の評価基準および評価方法

その他有価証券

① 時価のあるもの

第 3四半期連結決算日の市場価格等に基づく時価法を採用しております。（評価差額は全部資本直入
法により処理し、売却原価は主として総平均法により算定しております。）

② 時価のないもの

主として総平均法による原価法ないし償却原価法(定額法)を採用しております。

デリバティブ取引

時価法を採用しております。

（３）重要な減価償却資産の減価償却の方法

① 有形固定資産
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（追加情報）

一部の国内連結子会社は、確定拠出年金法の施行に伴い、平成 17年 7月に退職一時金制度の一部に
ついて確定拠出年金制度へ移行しており、「退職給付制度間の移行等に関する会計処理」（企業会計基
準適用指針第 1号）を適用しております。
本移行に伴う影響額については、特別利益として 37百万円計上しております。

④ 証券取引責任準備金

証券取引の事故による損失に備えるため、証券取引法第 51条第 1項の規定に基づき、｢証券会社に関
する内閣府令」第 35条に定めるところにより算出した額を計上しております。

（５）重要な外貨建の資産または負債の本邦通貨への換算の基準

外貨建金銭債権債務は、第３四半期連結決算日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益と
して処理しております。また、在外連結子会社の資産、負債、収益および費用は、第３四半期連結決算日
の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は資本の部における為替換算調整勘定に含めて計上してお
ります。

（６）重要なリース取引の処理方法

リース物件の所有権が借主に移転すると認められるもの以外のファイナンス・リース取引については、
通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっております。

（７）重要なヘッジ会計の方法

① ヘッジ会計の方法

当社および一部の連結子会社は、原則として繰延ヘッジ処理によっております。なお、特例処理の要
件を満たしている金利スワップについては、特例処理を採用しております。

② ヘッジ手段とヘッジ対象
ヘッジ手段 … 金利スワップ
ヘッジ対象 … 借入金

③ ヘッジ方針
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〔連結貸借対照表の注記〕

（当第３四半期） （前年第３四半期） （前   年   度）

１．保証債務 352百万円 433百万円 384百万円

２．劣後特約付借入金
長期借入金（連結貸借対照表上は短期借入金に含めて表示している一年以内返済予定長期借入金を含む）のう
ち、「証券会社の自己資本規制に関する内閣府令」（平成 13年内閣府令第 23号）第 2条に定める劣後特約付
借入金は、以下のとおりであります。

（当第３四半期） （前年第３四半期） （前   年   度）

13,500百万円 11,500百万円 14,500百万円

３．自己株式の種類及び株式数

（当第３四半期） （前年第３四半期） （前   年   度）

普通株式 2,001,733株 1,812,262株 1,887,479株

〔連結損益計算書の注記〕

　　　 特別損益の内訳
（当第３四半期） （前年第３四半期） （前   年   度）

特別利益

　固定資産売却益 20百万円 －百万円 2百万円

　投資有価証券売却益 －百万円 432百万円 573百万円

　退職給付引当金戻入 37百万円 －百万円 －百万円

　貸倒引当金戻入 87百万円 －百万円 －百万円

特別損失

　固定資産売却損 119百万円 77百万円 131百万円

　減損損失 574百万円 －百万円 －百万円

　投資有価証券売却損 217百万円 －百万円 －百万円

　投資有価証券評価減 7百万円 106百万円 147百万円

　投資その他の資産その他の評価減 16百万円 24百万円 7百万円

　リース契約解約損 94百万円 －百万円 －百万円

　貸倒引当金繰入れ －百万円 26百万円 19百万円

　証券取引責任準備金繰入れ 234百万円 200百万円 270百万円



（岡三ホールディングス連結）
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平成１８年３月期　第３四半期平成１８年３月期　第３四半期平成１８年３月期　第３四半期平成１８年３月期　第３四半期連結決算資料連結決算資料連結決算資料連結決算資料

１．受入手数料
（１）科目別内訳　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （単位：百万円）

当第３四半期 前年第３四半期 前年同期比 前　年　度

委 託 手 数 料 28,444 19,972 142.4 % 27,310



（岡三ホールディングス連結）
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（参考資料）

連結損益計算書の四半期推移

（単位：百万円）

科　　　　目
前年第３四半期
16.10. 1
16.12.31

前年第４四半期
17. 1. 1
17. 3.31

当第１四半期
17. 4. 1
17. 6.30

当第２四半期
17. 7. 1
17. 9.30

当第３四半期
17.10. 1
17.12.31

 営 業 収 益 12,743 15,180 14,936 20,303 28,671

　 受 入 手 数 料 7,580 10,105 8,736 12,073 17,251

　 ト レ ー デ ィン グ 損 益 3,163 3,069 4,164 5,967 9,069

　 金 融 収 益 405 445 425 508 543

　 そ の 他 の 営 業 収 益 1,594 1,562 1,610 1,754 1,808

 金 融 費 用 369 373 386 441 393

 純 営 業 収 益 12,374 14,807 14,550 19,861 28,279

 販 売 費 ・ 一 般 管 理 費 11,506 11,820 11,477 12,576 14,180

　 取 引 関 係 費 1,883 1,967 1,891 2,091 2,275

　 人 件 費 6,410 6,621 6,371 7,248 8,769

　 不 動 産 関 係 費 1,533 1,445 1,390 1,373 1,304

　 事 務 費 1,032 998 1,012 1,033 989



－ 15 －

平成１８年３月期 第３四半期財務・業績の概況（個別）        平成１８年１月２７日

上 場 会 社 名       　  岡三ホールディングス株式会社岡三ホールディングス株式会社岡三ホールディングス株式会社岡三ホールディングス株式会社
コ ー ド 番 号            ８６０９　　　　　　　　　　　　　　　　　　上場取引所　　　　　 東証・大証・名証

（ＵＲＬ　http://www.okasan.co.jp/holdings/ ）　　　　　　　本社所在都道府県　　東 京 都
代　　表　　者　　 役職名　取締役社長　　氏名　加 藤 哲 夫

問合せ先責任者　　 役職名　取　締　役　　氏名　野 中 計 彦　 　 ＴＥＬ（０３）３２７２－２２２２（代表）
取締役会開催日　　 平成１８年１月２７日　　　　　　　　　　　　単元株制度採用の有無 有（1単元1,000株）･無

１．四半期財務情報の作成等に係る事項
      ① 会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無     ：  有 ･ 無

      ② 最近事業年度からの会計処理の方法の変更の有無     ：  有 ･ 無

２．平成１８年３月期 第３四半期財務・業績の概況（平成１７年４月１日～平成１７年１２月３１日）

（１）経営成績の進捗状況　　　　　　　　　　　    　　　（注）記載金額は百万円未満を切捨てて表示しております。

営 業 収 益          営 業 利 益          経 常 利 益         

百万円           ％ 百万円           ％ 百万円           ％

１８年３月期第３四半期 4,740 (  25.3) 3,280 (  55.3) 3,449 (  47.0)

１７年３月期第３四半期 3,781 2,111 2,347

１ ７ 年 ３ 月 期 4,736 2,582 2,977

四半期(当期)純利益
１株当たり四半期         
( 当期) 純利益         

百万円           ％ 円 　　銭

１８年３月期第３四半期 2,077 (   2.7) 10   53

１７年３月期第３四半期 2,022 10   25

１ ７ 年 ３ 月 期 2,466 11   99

（注）①期中平均株式数 当第3四半期 197,296,006株 前年第3四半期 197,436,559株 17年3月期 197,412,919株

②営業収益、営業利益、経常利益、四半期(当期)純利益におけるパーセント表示は、対前年同四半期増減率

（２）財政状態の変動状況

総 資 産          株 主 資 本          株 主資本比率          
1 株 当 た り          
株 主 資 本         

百万円 百万円 ％ 円　　　銭

１８年３月期第３四半期 93,280 73,302 78.6 371   63

１７年３月期第３四半期 77,504 67,839 87.5 343   73

１ ７ 年 ３ 月 期 79,968 68,793 86.0 348   11

（注）①期末発行済株式数 当第3四半期 197,242,937株 前年第3四半期 197,364,067株 17年3月期 197,334,542株

） ②期末自己株式数 当第3四半期 622,032株 前年第3四半期 500,902株 17年3月期 530,427株



（岡三ホールディングス）
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　財務諸表財務諸表財務諸表財務諸表

貸    借    対    照    表

   （単位：百万円）

科          目
当第３四半期
(17.12.31)

前年第３四半期
(16.12.31)

前年同期比
増      減

前    期
(17. 3.31)

（ 資 産 の 部 ）

 流 動 資 産 22,896 9,821 13,075 13,568

　 現 金 及 び 預 金 11,455 8,604 2,851 11,569

　 有 価 証 券 4,518 － 4,518 －

　 未 収 入 金 5,312 877 4,435 1,503

　 未 収 収 益 549 195 353 393

　 繰 延 税 金 資 産 20 68 △ 48 36

　 そ の 他 の 流 動 資 産 1,039 75 963 66

   貸 倒 引 当 金 △ 0 △ 0 △ 0 △ 0

 固 定 資 産 70,383 67,683 2,700 66,399

　有 形 固 定 資 産 2,405 2,979 △ 573 2,949

　無 形 固 定 資 産 759 970 △ 211 958

　投 資 そ の 他 の 資 産 67,218 63,733 3,484 62,491

　 投 資 有 価 証 券 28,717 25,239 3,478 24,113

　 関 係 会 社 株 式 37,524 37,326 197 37,403

　 長 期 差 入 保 証 金 478 478 △ 0 478

　 そ の 他 1,062 1,263 △ 201 1,066

　 貸  倒  引  当  金 △ 564 △ 575 10 △ 569

 資 産 合 計 93,280 77,504 15,775 79,968



（岡三ホールディングス）
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   （単位：百万円）

科          目
当第３四半期
(17.12.31)

前年第３四半期
(16.12.31)

前年同期比
増      減

前    期
(17. 3.31)

（ 負 債 の 部 ）

 流 動 負 債 9,655 4,670 4,985 3,785

　 短 期 借 入 金 4,710 3,960 750 2,000

　 未 払 法 人 税 等 4,736 534 4,202 1,613

　 そ の 他 の 流 動 負 債 208 175 32 171

 固 定 負 債 10,322 4,994 5,327 7,389

   長 期 借 入 金 4,290 3,000 1,290 5,000



（岡三ホールディングス）
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損    益    計    算    書

                                                              （単位：百万円）

科          目
当第３四半期
17. 4. 1
17.12.31

前年第３四半期
16. 4. 1
16.12.31

前年同期比
前      期
16. 4. 1
17. 3.31

%



（岡三ホールディングス）
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〔第３四半期財務諸表について〕

　当社の第３四半期財務諸表は、「中間財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（昭和 52年大蔵
省令第 38号）に基づいて作成しております。

〔第３四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項〕



（岡三ホールディングス）
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　（４）ヘッジの有効性評価の方法
特例処理の要件を満たしている金利スワップのため、有効性の評価を省略しております。

  ７．その他第３四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項

　（１）消費税等の会計処理
　　　　消費税および地方消費税の会計処理は、税抜方式によっております。

　（２）連結納税制度の適用
　　　　連結納税制度を適用しております。

〔会計処理方法の変更〕

  当第３四半期から「固定資産の減損に係る会計基準」（「固定資産の減損に係る会計基準の設定に関する意
見書」（企業会計審議会 平成 14年 8月 9日））および「固定資産の減損に係る会計基準の適用指針」（企業会
計基準適用指針第 6号 平成 15年 10月 31日）を適用しております。これにより、税引前四半期純利益が 444
百万円減少しております。
  なお、減損損失累計額については、当該各資産の金額から直接控除しております。

〔貸借対照表の注記〕

１．有形固定資産の減価償却累計額
（当第３四半期） （前年第３四半期） （前        期）

3,309百万円 3,269百万円 3,286百万円

２．保証債務
（当第３四半期） （前年第３四半期） （前        期）

8,975百万円 9,436百万円 9,355百万円

〔損益計算書の注記〕
 １．「商標使用料収入」は、子会社である岡三証券株式会社から受け取る、当社の保有する商標の使用料収入
であります。

 ２．「不動産賃貸料収入」は、子会社である岡三証券株式会社等から受け取る、店舗等の不動産賃貸料であり
ます。

 ３．「資産利用料収入」は、子会社である岡三証券株式会社から受け取る、当社の保有するソフトウェア等の
利用料であります。

 ４．「金融収益」は、子会社である岡三証券株式会社等から受け取る配当金、有価証券品貸料等であります。

 ５．特別損益の内訳
（当第３四半期） （前年第３四半期） （前        期）

特別利益

　固定資産売却益 18百万円 －百万円 2百万円

  投資有価証券売却益 －百万円 425百万円 561百万円

  貸倒引当金戻入 3百万円 －百万円 －百万円

特別損失

　固定資産売却損 31百万円 －百万円 －百万円

　固定資産除却損 0百万円 1百万円 1百万円

  減損損失 444百万円 －百万円 －百万円

  投資有価証券売却損 206百万円 －百万円 －百万円

　投資有価証券評価減 0百万円 106百万円 111百万円



－ 21 －

平成１８年３月期 第３四半期財務・業績の概況（個別）        平成１８年１月２７日

会　　社　　名　  岡岡岡岡    三三三三    証証証証    券券券券    株株株株    式式式式    会会会会    社社社社　　                　　　本社所在都道府県　　東 京 都

（ＵＲＬ　http://www.okasan.co.jp/ ）

代　　表　　者　　 役職名　取締役社長　　氏名　加 藤 哲 夫

問合せ先責任者　　 役職名　経 理 部 長     　　氏名　高 橋 義 和　 　   ＴＥＬ（０３）３２７２－２２１１（代表）
取締役会開催日　　 平成１８年１月２７日

１．四半期財務情報の作成等に係る事項

      ① 会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無     ：  有 ･ 無

      ② 最近事業年度からの会計処理の方法の変更の有無     ：  有 ･ 無

２．平成１８年３月期 第３四半期財務・業績の概況（平成１７年４月１日～平成１７年１２月３１日）

（１）経営成績の進捗状況　　　　　　　　              　（注）記載金額は百万円未満を切捨てて表示しております。

営 業 収 益          純 営 業 収 益          営 業 利 益          

百万円          ％ 百万円          ％ 百万円          ％

１８年３月期第３四半期 55,381 (  52.1) 54,323 (  53.0) 18,136 ( 482.5)

１７年３月期第３四半期 36,406 35,502 3,113

１ ７ 年 ３ 月 期 49,199 47,990 4,645

経 常 利 益         四半期(当期)純利益

百万円          ％ 百万円          ％

１８年３月期第３四半期 18,301 ( 446.3) 10,557 ( 518.6)

１７年３月期第３四半期 3,350 1,706

１ ７ 年 ３ 月 期 4,857 2,502

（注）営業収益、純営業収益、営業利益、経常利益、四半期(当期)純利益におけるパーセント表示は、対前年同四半期増減率

（２）財政状態の変動状況

総 資 産          株 主 資 本          株 主資本比率          自己資本規制比率          

百万円 百万円 ％ ％

１８年３月期第３四半期 526,754 48,513 9.2 332.1
１７年３月期第３四半期 375,289 38,226 10.2 295.2

１ ７ 年 ３ 月 期 435,115 39,022 9.0 294.5



（ 岡 三 証 券 ）
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　 財務諸表財務諸表財務諸表財務諸表

貸     借     対     照     表

                                                                                   （単位：百万円）

科          目
当第３四半期
(17.12.31)

前年第３四半期
(16.12.31)

前年同期比
増      減

前     期
(17. 3.31)

（ 資 産 の 部 ）

流 動 資 産 517,726 366,058 151,667 425,833

　現 金 ・ 預 金 10,568 10,799 △ 231 11,538

　預 託 金 36,356 20,556 15,800 22,256

　　顧 客 分 別 金 信 託 36,200 20,400 15,800 22,100

　　そ の 他 の 預 託 金 156 156 － 156

　ト レ ー デ ィ ン グ 商 品 167,164 135,331 31,832 153,637

　　商 品 有 価 証 券 等 167,137 135,321 31,815 153,626

　　デ リ バ テ ィ ブ 取 引 26 9 16 11

　約 定 見 返 勘 定 7,094 1,795 5,299 －

　信 用 取 引 資 産 128,125 62,080 66,045 94,025

　　信 用 取 引 貸 付 金 123,343 60,253 63,089 76,541

　　信用取引借証券担保金 4,782 1,826 2,956 17,484

　有 価 証 券 担 保 貸 付 金 160,573 130,681 29,891 139,835

    借入有価証券担保金 160,573 130,681 29,891 139,835

　立 替 金 125 144 △ 18 86

　短 期 差 入 保 証 金 3,202 1,444 1,757 1,240

　短 期 貸 付 金 207 132 75 175

　未 収 収 益 2,426 1,753 673 1,749

　繰 延 税 金 資 産 851 74 776 517

　そ の 他 の 流 動 資 産 1,105 1,357 △ 252 896

　貸 倒 引 当 金 △ 76 △ 93 17 △ 126

固 定 資 産 9,027 9,230 △ 203 9,282

 有 形 固 定 資 産 1,497 1,459 38 1,463

 無 形 固 定 資 産 179 181 △ 2 185

 



（ 岡 三 証 券 ）
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                                                                                   （単位：百万円）

科          目
当第３四半期
(17.12.31)

前年第３四半期
(16.12.31)

前年同期比
増      減

前     期
(17. 3.31)

（ 負 債 の 部 ）

流 動 負 債 461,888 317,307 144,580 373,729



（ 岡 三 証 券 ）
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損     益     計     算     書

     （単位：百万円）

科          目
当第３四半期
17. 4. 1
17.12.31

前年第３四半期
16. 4. 1
16.12.31

前年同期比
前      期
16. 4. 1
17. 3.31

%

営 業 収 益 55,381 36,406 152.1 49,199

　受 入 手 数 料 36,429 26,776 136.1 36,477

　トレーディング損益



（ 岡 三 証 券 ）
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〔第３四半期財務諸表について〕

　当社の第３四半期財務諸表は、「中間財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（昭和 52年大蔵
省令第 38 号）ならびに同規則第 38 条および第 57 条の規定に基づき、「証券会社に関する内閣府令」（平成
10年総理府令･大蔵省令第 32号）および「証券業経理の統一について」（昭和 49年 11月 14日付日本証券業
協会理事会決議）に準拠して作成しております。

〔第３四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項〕



（ 岡 三 証 券 ）

    － 26 －

６．リース取引の処理方法
リース物件の所有権が借主に移転すると認められるもの以外のファイナンス・リース取引については、通
常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっております。

７．ヘッジ会計の方法
（１）ヘッジ会計の方法

原則として繰延ヘッジ処理によっております。なお、特例処理の要件を満たしている金利スワップに
ついては、特例処理を採用しております。

（２）ヘッジ手段とヘッジ対象
ヘッジ手段 … 金利スワップ
ヘッジ対象 … 借入金

（３）ヘッジ方針
一部の借入金の金利変動リスクをヘッジするため金利スワップ取引を行っており、ヘッジ対象の識別
は個別契約ごとに行っております。

（４）ヘッジの有効性評価の方法
特例処理の要件を満たしている金利スワップのため、有効性の評価を省略しております。



（ 岡 三 証 券 ）

    － 27 －

〔損益計算書の注記〕

　特別損益の内訳
（当第３四半期） （前年第３四半期） （前　     期）

特別利益

  退職給付引当金戻入 37百万円 －百万円 －百万円

　貸倒引当金戻入 49百万円 0百万円 0百万円

特別損失

　固定資産売却損 78百万円 69百万円 79百万円

  リース契約解約損 94百万円 －百万円 －百万円

　証券取引責任準備金繰入れ 233百万円 183百万円 250百万円



（ 岡 三 証 券 ）

－ 28 －

  

平成１８年３月期平成１８年３月期平成１８年３月期平成１８年３月期        第３四半期第３四半期第３四半期第３四半期決算資料決算資料決算資料決算資料

　 １．受入手数料



（ 岡 三 証 券 ）
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　 ４．引受・募集・売出しの取扱高　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　（単位：百万株・百万円）

当第３四半期 前年第３四半期 前年同期比 前     期

株 券（株　　数） 4 7 62.7% 10

株 券（金　　額） 16,172 27,420 59.0 30,629

債 券（額面金額） 314,274 277,243 113.4 371,538

引

受

高
ｺ ﾏ ｰ ｼ ｬ ﾙ ﾍ ﾟ ｰ ﾊ ﾟ ｰ
お よ び 外 国 証 書 等

（額面金額） 471,700 469,500 100.5 619,000

株 券（株　　数） 4 8 57.9 12

株 券（金　　額） 16,244 26,605 61.1 31,516

債 券（額面金額） 346,097 304,127 113.8 416,567

受 益 証 券（額面金額） 1,154,775 773,196 149.4 1,071,992

募

集

・

売

出

し

の

取

扱

高

※
ｺ ﾏ ｰ ｼ ｬ ﾙ ﾍ ﾟ ｰ ﾊ ﾟ ｰ
お よ び 外 国 証 書 等

（額面金額） 471,700 469,500 100.5 619,000

　 ※　売出高および私募の取扱高を含む

　 ５．自己資本規制比率　　　　　　　　　　　　　　　                           （単位：百万円）

当第３四半期末 前年第３四半期末 前　期　末

基 本 的 項 目 （Ａ） 48,513 38,226 37,956

証 券 取 引 責 任 準 備 金 668 367 434

補 完 的 項 目 一 般 貸 倒 引 当 金 75 81 125

短 期 劣 後 債 務 13,500 11,500 14,500

計 （Ｂ） 14,244 11,949 15,060

控 除 資 産 （Ｃ） 10,853 11,301 11,064

固定化されていない自己資本の額（Ａ）＋（Ｂ）－（Ｃ）（Ｄ） 51,903 38,874 41,951

市 場 リ ス ク 相 当 額 1,431 1,121 1,202

取 引 先 リ ス ク 相 当 額 2,930 1,499 2,103
リ ス ク 相 当 額

基 礎 的 リ ス ク 相 当 額 11,262 10,547 10,938

計 （Ｅ） 15,624 13,168 14,244

自己資本規制比率 （Ｄ）／（Ｅ）×１００（％） 332.1% 295.2% 294.5%

（注）短期劣後債務は劣後特約付借入金であります。



（ 岡 三 証 券 ）
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（参考資料）

損益計算書の四半期推移

（単位：百万円）

科　　　　目
前年第３四半期
16.10. 1
16.12.31

前年第４四半期
17.1. 1
17.3.31

当第１四半期
17.4. 1
17.6.30

当第２四半期
17.7. 1
17.9.30

当第３四半期
17.10. 1
17.12.31

 営 業 収 益 10,727 12,793 12,578 17,510 25,293

　 受 入 手 数 料 7,402 9,701 8,581 11,470 16,378

　 ト レ ーデ ィン グ 損 益 2,991 2,725 3,636 5,600 8,455

　 金 融 収 益 335 366 360 440 460


